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一
般
会
計
か
ら
見
る

  

町
の
財
政
状
況

　

わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
か
か
わ

る
一
般
会
計
か
ら
、
気
に
な
る
項

目
を
選
ん
で
解
説
し
ま
す
。

  

歳
入
は
約
82
億
円

　

歳
入
の
主
な
項
目
は
、
皆
さ
ん

が
支
払
う
町
税
、
町
が
事
業
を
す

る
た
め
に
借
り
入
れ
る
町
債
、
地

方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
や
県
支

出
金
な
ど
で
す
。

　

20
年
度
の
歳
入
総
額
は
、

82
億
３
６
１
万
７
千
円
で
、
前
年

度
よ
り
９
億
４
千
４
６
９
万
４
千

円
増
加
し
ま
し
た
。

　

増
加
の
主
な
理
由
は
、
国
庫
支

出
金
、
地
方
交
付
税
の
増
加
や
町

体
験
交
流
館
建
設
の
た
め
の
基
金

の
繰
り
入
れ
な
ど
で
す
。

間
の
家
計
簿
」
と
言
え
ま
す
。

　

３
月
ま
で
の
収
支
の
報
告
が
、

な
ぜ
９
月
の
定
例
議
会
に
提
出
さ

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

町
の
会
計
は
、
４
月
か
ら
３
月

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

３
月
31
日
に
完
了
し
た
工
事
な
ど

の
支
払
い
は
、
４
月
以
降
に
な
っ

て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
同

様
に
、
町
が
実
施
し
た
事
業
に
対

し
て
県
や
国
か
ら
入
っ
て
く
る
補

助
金
な
ど
は
、
４
月
以
降
に
収
入

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

前
年
度
の
分
と
し
て
取
り
扱
う

お
金
を
、
翌
年
度
の
会
計
で
処
理

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、５
月
31
日
ま
で
の
期
間
を「
出

納
整
理
期
間
」
と
し
て
、
旧
年
度

の
支
払
い
や
収
入
を
処
理
す
る
た

め
の
期
間
を
設
け
て
い
ま
す
。
最

町
の
20
年
度
の
決
算
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
、

９
月
に
開
か
れ
た
、
町
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
な
ど
、
町
の
収
入
を
、

ど
の
よ
う
に
使
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
、
説
明
す
る
も
の
で
す
。

今
月
号
で
は
、
決
算
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、

決
算
か
ら
見
え
る
町
の
財
政
状
況
を
説
明
し
ま
す
。

決
算

特
集

　

町
の
会
計
は
、
大
き
く
分
け
て

「
一
般
会
計
」「
特
別
会
計
」「
企

業
会
計
」
の
３
つ
に
分
類
さ
れ
ま

す
。

　

一
般
会
計
は
、
検
診
を
受
け
た

り
、
道
路
を
作
っ
た
り
す
る
な
ど
、

わ
た
し
た
ち
の
生
活
全
般
に
か
か

わ
る
収
支
を
経
理
す
る
会
計
で
す
。

　

特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険

や
下
水
道
な
ど
特
定
の
事
業
だ
け

に
か
か
わ
る
収
支
を
、
企
業
会
計

は
上
水
道
、
町
立
病
院
な
ど
収
益

性
の
あ
る
事
業
の
収
支
を
、
そ
れ

ぞ
れ
経
理
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
取
り
ま
と
め
て
、
冊

子
に
し
た
も
の
が
決
算
書
で
す
。

決
算
書
を
見
る
こ
と
で
、
町
に
ど

れ
だ
け
の
収
入
が
あ
っ
た
か
、
ど

ん
な
事
業
に
ど
れ
だ
け
お
金
が
掛

か
っ
た
の
か
が
分
か
り
ま
す
。

　

決
算
書
は
ま
さ
に
「
町
の
１
年

2
Special Feature 

終
的
に
年
度
の
会
計
が
締
ま
る
の

は
、
５
月
31
日
に
な
り
ま
す
。

　

収
入
と
支
出
が
確
定
す
る
と
、

各
課
ご
と
に
決
算
事
項
報
告
書
を

作
成
し
ま
す
。
そ
れ
を
基
に
、
決

算
書
が
作
成
さ
れ
ま
す
。

　

決
算
書
と
概
要
書
が
出
来
上
が

る
と
、
監
査
委
員
に
よ
る
決
算
審

査
を
受
け
ま
す
。
こ
の
審
査
で
、

決
算
内
容
に
誤
り
が
な
い
か
、
適

正
に
予
算
が
執
行
さ
れ
た
か
な
ど

監
査
を
受
け
ま
す
。

　

監
査
が
終
了
し
、
適
正
と
認
め

ら
れ
れ
ば
、
監
査
委
員
の
意
見
書

を
つ
け
て
、
議
会
に
提
出
し
ま
す
。

議
会
で
は
、
決
算
の
報
告
を
受
け
、

再
度
内
容
を
審
査
し
、
決
算
を
認

定
し
ま
す
。

　

決
算
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治

法
の
第
２
３
３
条
や
町
財
務
規
則

な
ど
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で

省
略
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　　

職
員
が
チ
ェ
ッ
ク
を
し
、
監
査

委
員
が
チ
ェ
ッ
ク
を
し
、
議
会
が

チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
。
こ
の
三
重
の

チ
ェ
ッ
ク
が
、
間
違
い
の
な
い
決

算
書
を
作
り
上
げ
る
の
で
す
。

あ
る
程
度
時
間
が
必
要
な
の
も
当

然
と
言
え
ま
す
。

　

歳
入
全
体
に
占
め
る
町
税
、
負

担
金
や
使
用
料
な
ど
の
自
主
財
源

（
町
が
自
主
的
に
収
入
す
る
こ
と

が
で
き
る
財
源
の
こ
と
）
の
割
合

は
、
36
・
３
％
で
昨
年
よ
り
１
・
９

ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
ま
す
。

  

長
引
く
不
況
が
影
響

　

町
税
の
歳
入
を
見
て
み
ま
し
ょ

う
。
長
引
く
不
況
の
影
響
で
、
個

人
や
企
業
の
所
得
が
低
迷
し
、
収

納
率
の
悪
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

　

町
民
税
は
昨
年
、
国
か
ら
の
税

源
移
譲
を
受
け
、
調
定
、
収
入
と

も
に
増
加
し
ま
し
た
が
、
収
納
率

は
悪
化
し
て
い
ま
す
。

　

同
様
に
固
定
資
産
税
の
収
納
率

も
悪
化
し
、
町
税
全
体
で
１
千
２

７
３
万
１
千
円
の
減
収
と
な
り
ま

し
た
。

決
算
書
は
家
計
簿

  

決
算
の
確
定
ま
で

区　　分 歳入決算額 歳出決算額 差引額
歳　　入 歳　　出 19 年度

19 年度との比較 増減率 19 年度との比較 増減率 歳　入 歳　出
一　般　会　計 8,203,617 7,956,597 247,020 944,694 13,01％ 866,839 12,23％ 7,258,923 7,089,758

特

別

会

計

猪 苗 代 地 区 財 産 区 17,260 17,040 220 △ 6,661 － 27,85％ △ 6,756 － 28,39％ 23,921 23,796
翁 島 地 区 財 産 区 2,368 2,266 102 110 4,87％ 59 2,67％ 2,258 2,207
長 瀬 地 区 財 産 区 12,258 12,122 136 △ 1,462 － 10,66％ △ 1,358 － 10,07％ 13,720 13,480
吾 妻 地 区 財 産 区 10,543 10,255 288 △ 9,360 － 47,03％ △ 9,419 － 47,88％ 19,903 19,674
国 民 健 康 保 険 1,807,696 1,773,902 33,794 △ 11,381 － 0,63％ △ 13,932 － 0,78％ 1,819,077 1,787,834
老 人 保 健 306,244 292,691 13,553 △ 2,091,660 － 87,23％ △ 2,018,626 － 87,34％ 2,397,904 2,311,317
簡 易 水 道 事 業 75,269 71,671 3,598 3,477 4,84％ 1,180 1,67％ 71,792 70,491
下 水 道 事 業 857,772 841,306 16,466 △ 77,069 － 8,24％ △ 78,420 － 8,53％ 934,841 919,726
特定環境保全下水道事業 156,473 150,467 6,006 △ 9,199 － 5,55％ △ 8,938 － 5,61% 165,672 159,405
農 業 集 落 排 水 事 業 176,987 172,563 4,424 16,699 10,42％ 17,424 11,23％ 160,288 155,139
介 護 保 険 1,142,282 1,128,996 13,286 10,395 0,92％ 47,037 4,35％ 1,131,887 1,081,959
後 期 高 齢 者 医 療 153,235 152,855 380 153,235 152,855
特 別 会 計 　 計 4,718,387 4,626,134 92,253 △ 2,022,876 － 30,01％ △ 1,918,894 － 29,32％ 6,741,263 6,545,028

一般会計 + 特別会計  合計 12,922,004 12,582,731 339,273 △ 1,078,182 － 7,70％ △ 1,052,055 － 7,72% 14,000,186 13,634,786

区分 決算額 区分 決算額
収
益
的

収入 42,152（1,088.4％） 資
本
的

収入 1,099,340（130.9%）
支出 41,362（1,380.1％） 支出 1,097,366（130.8％）

平成 20 年度歳入歳出決算額および対前年度比較表 単位 : 千円

区分 決算額 区分 決算額
収
益
的

収入 297,399（△ 2.9％） 資
本
的

収入 181,861（888.2%）
支出 279,025（△ 3.3％） 支出 335,730（169.0％）

（　）内は前年度比増減率　単位 : 千円（　）内は前年度比増減率　単位 : 千円

＊資本的収支の不足額 1 億 5,386 万 9 千円は、内部留保資金、建設
改良積立金などから補てんしました。

水道事業会計決算 病院事業会計決算

町民の皆さんが負担した町
税は、年間平均で
１人当たり　　127,004 円
１世帯当たり　394,895 円
となりました（国民健康保
険税を除く）。

町 民 税　   31,211 円
固 定 資 産 税　   77,395 円
軽 自 動 車 税　      2,002 円
町 た ば こ 税　      7,506 円
入　　湯　　税　      2,251 円
国民健康保険税　   88,686 円
※町民税負担の内訳は、21 年
3 月 31 日現在の住民基本台帳
人 口 16,498 人、世 帯 数 5,306
世帯、国民健康保険税は 4,765
人で計算しています。

  町 税 の 負 担

  1 人当たり町税負担の内訳
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き
て
い
ま
す
し
、
こ
の
ま
ま
返

済
を
し
て
い
け
ば
、
町
の
財
政

が
破
た
ん
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

Ｑ　

未
来
を
つ
く
る
子
ど
も
た

ち
の
た
め
の
教
育
費
は
い
く
ら

か
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の

教
育
設
備
は
充
実
し
て
い
る
か

（
30
代
女
性
ほ
か
）　

Ａ　

20
年
度
教
育
費
の
総
額
は
、

６
億
４
千
８
５
１
万
３
千
円
で

す
。
主
な
事
業
で
は
、
小
・
中

学
校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
整
備

事
業
に
１
千
５
８
４
万
９
千

円
、
各
学
校
の
修
繕
関
係
な
ど

に
、
２
千
８
４
万
３
千
円
を
支

出
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

建
物
の
維
持
管
理
費
が
気

に
な
る
の
で
教
え
て

（
40
代
女
性
ほ
か
）

Ａ　

役
場
庁
舎
な
ど
の
保
守
管

理
や
改
修
工
事
を
す
る
、
町
有

財
産
管
理
事
業
に
、
１
千
１
５

０
万
９
千
円
。
町
営
住
宅
の
施

設
管
理
と
環
境
整
備
な
ど
を
す

る
、
町
営
住
宅
管
理
事
業
に
、

６
１
６
万
円
。
カ
メ
リ
ー
ナ
や

そ
の
ほ
か
の
体
育
施
設
の
維
持

管
理
を
指
定
管
理
者
に
委
託
す

る
、
社
会
体
育
施
設
管
理
業
務

事
業
に
５
千
５
７
６
万
円
。
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　
こ
こ
が
知
り
た
い

町
民
の
疑
問

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
町
の
財
政

状
況
や
お
金
の
使
い
方
に
つ
い

て
、
ど
ん
な
疑
問
を
持
っ
て
い

る
の
か
、
聞
き
取
り
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。回
答
の
中
か
ら
、

疑
問
が
多
か
っ
た
も
の
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

Ｑ　

町
の
借
金
は
、
町
民
１
人

あ
た
り
い
く
ら
か
。
財
政
破
た

ん
な
ん
て
こ
と
に
は
な
ら
な
い

か
（
60
代
男
性
ほ
か
）

Ａ　

町
の
借
金（
町
債
）は
、
一

般
会
計
、特
別
会
計
合
わ
せ
て
、

１
６
９
億
５
千
３
０
８
万
４
千

円
で
、
人
口
で
単
純
計
算
す
る

と
、
１
人
あ
た
り
約
１
０
２
万

円
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
心

配
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
債
は
計
画
的
な
返
済
を
し
て

い
ま
す
。
総
額
も
年
々
減
っ
て

　
（
対
前
年
比
＝
１
・
８
％
減
）

農
林
水
産
業
費

　

３
億
２
千
４
６
６
万
４
千
円

　
（
対
前
年
比
＝
39
・
４
％
減
）

商
工
費

　

３
億
７
千
６
１
４
万
２
千
円

　
（
対
前
年
比
＝
１
・
８
％
減
）

土
木
費

　

24
億
１
千
２
９
１
万
７
千
円

　
（
対
前
年
比
＝
86
・
６
％
増
）

消
防
費

　

３
億
３
７
万
４
千
円

　
（
対
前
年
比
＝
０
・
９
％
減
）

教
育
費

　

６
億
４
千
８
５
１
万
３
千
円

　
（
対
前
年
比
＝
３
・
５
％
減
）

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す

  
歳
出
は
約
79
億
円

　

20
年
度
の
歳
入
総
額
は
、
79
億

５
千
６
５
９
万
７
千
円
で
、
前
年

度
よ
り
８
億
６
千
６
８
３
万
９
千

円
増
加
し
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
項
目
を
、
目
的
別
に

見
て
み
る
と
、

総
務
費

　

10
億
２
千
７
３
３
万
円

　
（
対
前
年
比
＝
０
・
８
％
増
）

民
生
費

　

11
億
７
千
４
５
７
万
４
千
円

　
（
対
前
年
比
＝
３
・
４
％
増
）

衛
生
費

　

３
億
８
千
３
４
８
万
７
千
円

  

土
木
費
が
大
幅
増

　

昨
年
と
比
べ
て
、
大
き
く
増
減

し
た
項
目
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、
一
昨
年
整

備
し
た
優
良
堆
肥
製
造
施
設
の
建

設
費
用
分
が
減
額
と
な
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
２
億
１
千
０
８
２
万

９
千
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
、
同
施
設
で
は
、
菜
種
搾

油
や
廃
油
か
ら
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
燃
料
９
５
０
㍑
を
精
製
し
ま
し

た
。
こ
の
燃
料
は
、
実
用
化
の
検

討
実
験
と
し
て
、
フ
リ
ー
ス
タ
イ

ル
ス
キ
ー
世
界
選
手
権
猪
苗
代
大

会
の
送
迎
バ
ス
な
ど
で
実
際
に
使

用
さ
れ
ま
し
た
。

　

土
木
費
で
は
、
今
年
完
成
し
た

町
体
験
交
流
館
「
学
び
い
な
」
の

建
設
に
か
か
わ
る
都
市
公
園
整
備

事
業
が
、
５
億
６
千
５
０
４
万
６

千
円
と
、
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

　

学
び
い
な
は
、
猪
苗
代
町
体
験

交
流
協
会
加
盟
団
体
の
各
種
活
動

や
発
表
会
な
ど
に
使
用
さ
れ
、
多

く
の
人
が
足
を
運
ん
で
い
ま
す
。

  

財
政
指
標
か
ら
見
る

  

町
の
財
政
状
況

　

近
年
、
長
引
く
不
況
に
よ
り
、

市
町
村
す
ら
破
産
す
る
時
代
が
到

来
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
事
態
を

防
ぐ
た
め
に
制
定
さ
れ
た
の
が
、

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律（
財
政
健
全
化
法
）

で
す
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
指
標
と
し
て
、
①
実

質
赤
字
比
率
、
②
連
結
実
質
赤
字

比
率
、
③
実
質
公
債
費
比
率
、
④

将
来
負
担
比
率
の
四
つ
を
設
け
て

い
ま
す
。
指
標
に
は
基
準
が
設
け

ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
健
全
、
注
意
、

危
険
の
三
段
階
に
区
分
さ
れ
て
い

ま
す
。

　　

①
実
質
赤
字
比
率
と
②
凍
結
実

質
赤
字
比
率
は
、
町
に
赤
字
が
無

い
た
め
、
該
当
し
ま
せ
ん
。
③
実

質
公
債
費
比
率
と
④
将
来
負
担
比

率
に
つ
い
て
は
、
先
日
、
新
聞
紙

上
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
話
題

に
な
り
ま
し
た
。

　

町
の
比
率
を
公
表
し
な
が
ら
説

明
し
ま
す
。

  

実
質
公
債
費
比
率
は

  

18
・
３
％

　

実
質
公
債
費
比
率
は
、
町
税
や

地
方
交
付
税
な
ど
の
歳
入
の
う
ち
、

何
％
が
借
金
の
返
済
に
使
わ
れ
て

い
る
か
を
示
す
比
率
で
、
過
去
３

年
間
の
平
均
値
で
示
さ
れ
ま
す
。

　

18
％
以
上
で
、
町
が
事
業
を
す

る
た
め
に
借
金
を
す
る
の
に
、
県

の
許
可
が
必
要
に
な
る
起
債
許
可

団
体
に
な
り
ま
す
。

　

25
％
以
上
で
、
町
独
自
の
事
業

を
す
る
た
め
の
借
金
に
、
県
の
許

可
が
下
り
な
い
可
能
性
の
あ
る
早

期
健
全
化
団
体（
注
意
団
体
）に

な
り
ま
す
。

　

35
％
以
上
で
は
、
自
治
体
を
維

持
し
て
い
く
た
め
の
、
最
小
限
の

借
金
し
か
許
さ
れ
な
い
財
政
再
生

団
体（
危
険
）に
指
定
さ
れ
ま
す
。

猪苗代町役場企画財務課　

渡部　昭　課長
  Akira  Watanabe

まちの未来のために
健全な財政運営を

アンケートに協力してくれた皆
さん、ありがとうございました

　全国的に厳しい地方財政状況にあ
る中、町の財政状況も例外ではあり
ません。
　歳入のうち、自主財源である町税
については、所得の減少や景気の悪
化の影響により、全般的に減少傾向
にあります。
　普通交付税などの交付金や補助金
などについても、増収は期待できな
い状況です。国税収入が急激に落ち
込む中で、社会保障関係経費の自然
増や公債費が高い水準で推移するな
ど、財源不足が大幅に拡大するもの
と見込まれ、財政確保に苦慮してい
る状況です。
　歳出では、人件費や公債費の抑制
および補助金の適正化などを始め、
あらゆる分野で経費の徹底した削減
を進めています。事務事業でも、重
要なもの、今やらなければいけない
ものを選んで、事業費の圧縮を図り
ながら、地域の皆さんに密着した施
策に配慮して、予算編成に当たって
います。
　今後、経済動向の予測がますます
困難になりますが、行財政の簡素化・
効率化に努め、限られた財源の効果
的な運用を図り、健全な財政運営を
堅持していきます。第六次振興計画
の基本理念である「豊かな自然とす
べての命を大切にする活気あるまち
づくり」のため、地域の皆さんと一
体になり、その実現に向けて積極的
に取り組んで行きたいと考えていま
すので、皆さんのご理解とご支援を
お願いします。

　

町
の
実
質
公
債
費
比
率
は
、

18
・
３
％
で
、
昨
年
よ
り
０
・
３
％

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
20
年
度
だ
け
の
単

年
度
で
見
た
場
合
、
町
が
借

金
の
返
済
に
充
て
た
公
債
費
は
、

12
億
１
千
９
０
３
万
１
千
円
。
つ

ま
り
、
こ
れ
だ
け
の
借
金
を
返
済

し
、
今
年
度
末
で
、
町
の
借
金
の

残
高
を
、
３
億
３
千
８
８
９
万
９

千
円
減
ら
し
て
い
ま
す
。

  

将
来
負
担
比
率
は

  

１
５
０
・
８
％

　

将
来
負
担
比
率
は
、
一
般
会
計

の
標
準
的
な
年
間
収
入
の
何
年
分

の
借
金
が
あ
る
か
を
表
す
比
率
で

す
。

　

３
５
０
・
０
％
以
上
で
、
町
独

自
の
事
業
を
す
る
た
め
の
借
金
に

県
の
許
可
が
下
り
な
い
可
能
性
の

あ
る
早
期
健
全
化
団
体（
注
意
団

体
）に
な
り
ま
す
。

　

町
の
将
来
負
担
比
率
は
、
１
５

０
・
８
％
で
、
昨
年
よ
り
８
・
８
％

増
加
し
て
い
ま
す
。
町
の
借
金
が

減
少
し
て
い
る
の
に
な
ぜ
と
思
う

人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

人
口
の
減
少
や
長
引
く
不
況
の

影
響
で
、
税
収
や
交
付
税
が
減
少

し
、
収
入
自
体
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
が
原
因
で
す
。

町
の
財
政
の
健
全
度
は

　

実
質
公
債
費
比
率
が
高
い
と
い

う
こ
と
は
、
逆
に
借
金
を
そ
れ
だ

け
返
済
出
来
て
い
る
と
も
言
え
る

わ
け
で
、
こ
の
比
率
だ
け
で
財
政

状
況
が
悪
い
と
い
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

借
金
も
す
べ
て
が
悪
い
と
い
う

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
を
買

う
時
に
、
大
部
分
の
人
が
借
金
を

す
る
よ
う
に
、
お
金
が
か
か
る
事

業
を
進
め
る
に
は
借
金
が
必
要
で

す
。

　

長
期
に
わ
た
る
事
業
の
負
債
を
、

そ
の
時
代
の
人
だ
け
に
負
担
さ
せ

な
い
こ
と
も
借
金
の
重
要
な
役
目

で
す
。
ま
た
、
借
金
の
中
に
は
、

交
付
税
で
補
て
ん
さ
れ
る
有
利
な

も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
良
い
も
の
を
積
極
的

に
利
用
し
て
、
賢
い
財
政
運
営
を

し
な
が
ら
、
借
金
を
減
ら
し
て
い

き
ま
す
。

　

20
年
度
の
健
全
化
比
率
は
、
財

政
健
全
化
法
の
基
準
に
基
づ
け
ば

「
健
全
段
階
」
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
財
政
健
全
化
計
画
な

ど
を
策
定
し
、
経
費
の
削
減
に
努

め
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　


